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委員長 松井美津子
委　員 池永　幸生
委　員 坂本　武人

副委員長 神田　公司
委　員 齋藤　正昭
委　員 野口　正一

新環境工場（ごみ焼却施設）及び新最終処分場の
イメージ図

福原原水線

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

合
志
市
議
会
議
員
及
び
合
志
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

委員長 後藤　修一
委　員 坂本　早苗　
委　員 松本　龍一

副委員長 上田　欣也
委　員 青木　照美
委　員 澤田　雄二

【
常
任
委
員
会
】

問
　
選
挙
用
ビ
ラ
の
作
成
内
容
は
。

答
　
市
長
選
挙
で
は
、
２
種
類
の
合

計
１
万
６
，０
０
０
枚
ま
で
、
市
議

会
議
員
選
挙
は
２
種
類
の
４
，０
０
０

枚
ま
で
作
成
で
き
る
。

【
分
科
会
】

（
財
政
課
）

問
　
熊
本
地
震
復
興
基
金
は
来
年
度

も
続
く
の
か
。

答
　
来
年
度
以
降
も
継
続
予
定
で

あ
る
。

（
管
財
課
）

問
　
歳
入
の
市
債
、
歳
出
の
財
産
管

理
費
が
起
債
か
ら
一
般
財
源
へ
組
み

替
え
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
県
よ
り
個
別
計
画
策
定
に
つ

い
て
は
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
り
対
象

に
な
ら
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

（
交
通
防
災
課
）

問
　
吉
弘
鋼
材
株
式
会
社
か
ら
の
指

定
寄
付
金
の
使
い
道
は
。

答
　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
の
指
定
寄

付
な
の
で
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業
に

充
て
る
。

（
企
画
課
）

問
　
人
口
推
計
分
析
調
査
に
つ
い
て
。

答
　
調
査
結
果
は
今
後
の
各
種
計
画

に
反
映
さ
せ
、
公
表
も
行
う
。

（
環
境
衛
生
課
）

問
　
歳
入
の
新
環
境
工
場
等
建
設

地
域
環
境
整
備
負
担
金
の
使
途
に

つ
い
て
。

答
　
新
環
境
工
場
の
周
辺
道
路
の
停

止
線
整
備
や
右
折
レ
ー
ン
整
備
の
た

め
の
工
事
及
び
集
会
所
建
設
を
考
え

て
い
る
。

（
税
務
課
）

問
　
償
還
利
子
及
び
割
引
料
に
つ
い

て
還
付
金
が
不
足
す
る
要
因
は
。

答
　
扶
養
や
所
得
更
生
等
の
申
告
が

最
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

（
市
民
課
）

問
　
収
入
印
紙
の
売
り
さ
ば
き
を
指

定
金
融
機
関
に
し
た
理
由
は
。

答
　
Ｊ
Ａ
菊
池
は
、
本
所
及
び
支
所

で
も
収
入
証
紙
の
取
り
扱
い
が
行
わ

れ
て
お
り
許
可
が
受
け
や
す
い
。

平
成
30
年
度
合
志
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

指
定
管
理
者
の
指
定

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

【
常
任
委
員
会
】

問
　
企
業
債
利
息
１
４
１
万
円
が
減

額
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
要
因
は
。

答
　
10
年
に
１
度
の
利
率
見
直
し
の

契
約
と
な
っ
て
お
り
、
１
・
４
％
が

０
・
75
％
へ
変
動
し
た
。

問
　
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運

営
に
対
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答
　
図
書
館
に
つ
い
て
は
毎
月
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
い
う
形
で
事
業
の
進
捗

具
合
・
課
題
等
を
出
し
合
っ
て
話
し

合
い
を
し
て
い
る
。
来
年
度
は
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
図
書
館
を
併
せ

た
形
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

【
分
科
会
】

（
学
校
教
育
課
）

問
　
新
設
校
建
設
予
定
地
の
用
地
購

入
費
の
額
に
つ
い
て
の
積
算
根
拠
は
。

答
　
購
入
費
を
補
正
で
計
上
し
た
分

は
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
る
。
予
算

が
足
り
な
く
な
る
と
開
校
に
影
響
す

る
た
め
、
７
億
円
弱
と
い
う
最
大
額

で
計
上
し
て
い
る
。
現
在
、
市
と
国

で
不
動
産
鑑
定
中
の
た
め
、
単
価
は

算
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
前
、
市

が
国
有
地
を
購
入
し
た
単
価
に
少
し

増
額
し
て
１
㎡
あ
た
り
約
２
万
円
と

し
て
い
る
。
用
地
が
約
５
万
７
，７

０
０
㎡
の
う
ち
、
約
４
万
５
，０
０

０
㎡
が
優
遇
措
置
で
半
額
と
な
る
の

で
、
そ
れ
を
基
に
積
算
し
た
結
果
が

約
７
億
円
に
な
る
。

（
農
政
課
）

問
　
合
生
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
及
び
今
後
の
見

込
み
は
。

答
　
現
在
92
％
の
同
意
が
取
れ
て
い

る
が
、
95
％
以
上
の
同
意
が
無
い
と
、

県
へ
の
事
業
申
請
が
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
関
係
者
へ
の
協
力
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

（
建
設
課
）

問
　
福
原
原
水
線
の
完
成
の
見
通
し

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
　
福
原
原
水
線
は
今
年
度
、
来
年

度
で
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
４
工

区
に
分
け
た
土
木
工
事
と
そ
の
後
の

舗
装
工
事
の
発
注
を
予
定
し
て
お
り
、

現
在
は
３
工
区
ま
で
の
土
木
工
事
の

発
注
を
終
え
て
い
る
。
４
工
区
と
舗

装
工
事
に

つ
い
て
は

今
後
発
注

し
、
平
成

33
年
度
中

で
の
全
線

開
通
を
目

指
し
て
い

る
。

健 康 福 祉 常 任 委 員 会
予算決算常任委員会健康福祉分科会

【
常
任
委
員
会
】

問
　
訪
問
看
護
師
の
応
募
が
な
い
原

因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
応
募
の
周
知
方
法
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
　
県
内
で
多
く
の
医
療
機
関
が
看

護
師
の
募
集
を
行
う
な
ど
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
市
が
提
示
し
て
い
る
時
給
な

ど
が
、
本
人
が
希
望
す
る
条
件
に
合

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
こ
う

し
へ
の
掲
載
や
看
護
師
バ
ン
ク
に
登

録
し
募
集
し
て
い
る
。

【
分
科
会
】

（
福
祉
課
）

問

　障
が
い
児
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
数
や
事
業
所
数
は
ど
の
く
ら

い
増
え
て
い
る
の
か
。

答
　
事
業
所
数
は
、
平
成
30
年
に
３

カ
所
増
え
、
現
在
23
事
業
所
と
な
っ

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
可
能
な
決

定
者
数
は
、現
在
５
０
０
人
程
で
あ
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
ニ
ー
ズ
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
２
回
の
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
を
開
催
し
、
ニ
ー
ズ
調
査

の
内
容
や
項
目
を
精
査
し
、
調
査
対

象
者
を
前
回
よ
り
も
１,
５
０
０
人

増
や
す
こ
と
や
、
第
１
期
計
画
の
満

足
度
な
ど
の
項
目
を
新
た
に
加
え
る

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
女
性
・
子
ど
も
支
援
課
）

問
　
向
陽
台
病
院
と
協
定
を
結
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
る
の
か
。

答
　
向
陽
台
病
院
に
は
思
春
期
病
棟

が
あ
り
、
日
頃
か
ら
児
童
生
徒
へ
の

支
援
に
関
し
て
連
携
を
取
っ
て
い
る
。

協
定
後
初
め
て
取
り
組
む
事
業
と
し

て
、
向
陽
台
病
院
か
ら
学
校
へ
出
向

き
講
座
を
開
く
な
ど
、
思
春
期
精
神

保
健
予
防
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て

い
た
だ
く
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問
　
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の

歳
入
の
減
額
理
由
が
人
員
配
置
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
専
任
で
は
な
く

兼
務
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
事
上
の
理

由
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
人
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
当
初

予
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
県

補
助
の
対
象
基
準
が
、
兼
務
に
つ
い

て
は
対
象
と
な
ら
な
い
と
変
更
に

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

委員長 西嶌　隆博
委　員 濱口　正曉
委　員 大住　清昭

副委員長 来海　恵子
委　員 濱元幸一郎
委　員 青山　隆幸

平
成
30
年
度
合
志
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

　今
回
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
主
体

で
あ
り
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
第
48
条
に
基
づ
き
、
主
に
75
歳

以
上
の
高
齢
者
に
係
る
、
医
療
の
給
付
等
の
実
施
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特

別
地
方
公
共
団
体
で
す
。
同
広
域
連
合
に
つ
き
ま
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「熊本県後期高齢者医療広域連合の役割と概要」
熊本県下　45市町村

一般会計：        2億7,561万6千円(合志市負担：     739万9千円)
特別会計：2,849億8,414万7千円(合志市負担：2億550万8千円)

構成自治体

平成30年度
当初予算

市町村と広域連合の役割

議会構成

広域連合
被保険者の加入・脱退の届出や保険証の発行
　・被保険者の認定、資格管理
　・保険証、資格証明書の交付
　・一部負担割合の判定　など
保険料の決定
　・保険料率の決定、保険料の賦課
　・保険料の減免等の決定
　・保険料収納対策実施計画の策定　など
給付に関する決定
　・減免や減額の決定
　・給付の支給、不支給の決定　など
保健事業の実施
　・健康診査の実施
　・健康増進に関する啓発　など

市 町 村
被保険者の加入・脱退の届出や保険証の発行
　・被保険者の加入、脱退の届出の受付
　・保険証の引渡し
　・保険料滞納時に交付される資格証明書の
　　発行　など
保険料の徴収
　・保険料の納付書の発行（普通徴収）
　・保険料の年金からの特別徴収
　・保険料の減免申請の受付　
　・督促状の発行、滞納処分　など
給付に関する申請受付
　・療養費支給申請の受付
　・高額療養費支給申請の受付
　・葬祭費支給申請の受付　など

平成31年第１回定例会から構成市町村から１名（首長または議員から）の選出により計45名での構
成となる。改正前は「市長区分・町村長区分・市議会議員区分・町村議会議員区分」から各８名の計
32名だった。選出方法の改正によりすべての構成自治体の住民の意見が制度に反映できるようにな
った。本市からは１２月議会において選挙を実施し、吉永健司議長を選出した。

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
紹
介
し
ま
す
！
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平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

合
志
市
議
会
議
員
及
び
合
志
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

委員長 後藤　修一
委　員 坂本　早苗　
委　員 松本　龍一

副委員長 上田　欣也
委　員 青木　照美
委　員 澤田　雄二

【
常
任
委
員
会
】

問
　
選
挙
用
ビ
ラ
の
作
成
内
容
は
。

答
　
市
長
選
挙
で
は
、
２
種
類
の
合

計
１
万
６
，０
０
０
枚
ま
で
、
市
議

会
議
員
選
挙
は
２
種
類
の
４
，０
０
０

枚
ま
で
作
成
で
き
る
。

【
分
科
会
】

（
財
政
課
）

問
　
熊
本
地
震
復
興
基
金
は
来
年
度

も
続
く
の
か
。

答
　
来
年
度
以
降
も
継
続
予
定
で

あ
る
。

（
管
財
課
）

問
　
歳
入
の
市
債
、
歳
出
の
財
産
管

理
費
が
起
債
か
ら
一
般
財
源
へ
組
み

替
え
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
県
よ
り
個
別
計
画
策
定
に
つ

い
て
は
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
り
対
象

に
な
ら
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

（
交
通
防
災
課
）

問
　
吉
弘
鋼
材
株
式
会
社
か
ら
の
指

定
寄
付
金
の
使
い
道
は
。

答
　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
の
指
定
寄

付
な
の
で
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業
に

充
て
る
。

（
企
画
課
）

問
　
人
口
推
計
分
析
調
査
に
つ
い
て
。

答
　
調
査
結
果
は
今
後
の
各
種
計
画

に
反
映
さ
せ
、
公
表
も
行
う
。

（
環
境
衛
生
課
）

問
　
歳
入
の
新
環
境
工
場
等
建
設

地
域
環
境
整
備
負
担
金
の
使
途
に

つ
い
て
。

答
　
新
環
境
工
場
の
周
辺
道
路
の
停

止
線
整
備
や
右
折
レ
ー
ン
整
備
の
た

め
の
工
事
及
び
集
会
所
建
設
を
考
え

て
い
る
。

（
税
務
課
）

問
　
償
還
利
子
及
び
割
引
料
に
つ
い

て
還
付
金
が
不
足
す
る
要
因
は
。

答
　
扶
養
や
所
得
更
生
等
の
申
告
が

最
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

（
市
民
課
）

問
　
収
入
印
紙
の
売
り
さ
ば
き
を
指

定
金
融
機
関
に
し
た
理
由
は
。

答
　
Ｊ
Ａ
菊
池
は
、
本
所
及
び
支
所

で
も
収
入
証
紙
の
取
り
扱
い
が
行
わ

れ
て
お
り
許
可
が
受
け
や
す
い
。

平
成
30
年
度
合
志
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

指
定
管
理
者
の
指
定

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

【
常
任
委
員
会
】

問
　
企
業
債
利
息
１
４
１
万
円
が
減

額
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
要
因
は
。

答
　
10
年
に
１
度
の
利
率
見
直
し
の

契
約
と
な
っ
て
お
り
、
１
・
４
％
が

０
・
75
％
へ
変
動
し
た
。

問
　
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運

営
に
対
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答
　
図
書
館
に
つ
い
て
は
毎
月
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
い
う
形
で
事
業
の
進
捗

具
合
・
課
題
等
を
出
し
合
っ
て
話
し

合
い
を
し
て
い
る
。
来
年
度
は
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
図
書
館
を
併
せ

た
形
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

【
分
科
会
】

（
学
校
教
育
課
）

問
　
新
設
校
建
設
予
定
地
の
用
地
購

入
費
の
額
に
つ
い
て
の
積
算
根
拠
は
。

答
　
購
入
費
を
補
正
で
計
上
し
た
分

は
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
る
。
予
算

が
足
り
な
く
な
る
と
開
校
に
影
響
す

る
た
め
、
７
億
円
弱
と
い
う
最
大
額

で
計
上
し
て
い
る
。
現
在
、
市
と
国

で
不
動
産
鑑
定
中
の
た
め
、
単
価
は

算
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
前
、
市

が
国
有
地
を
購
入
し
た
単
価
に
少
し

増
額
し
て
１
㎡
あ
た
り
約
２
万
円
と

し
て
い
る
。
用
地
が
約
５
万
７
，７

０
０
㎡
の
う
ち
、
約
４
万
５
，０
０

０
㎡
が
優
遇
措
置
で
半
額
と
な
る
の

で
、
そ
れ
を
基
に
積
算
し
た
結
果
が

約
７
億
円
に
な
る
。

（
農
政
課
）

問
　
合
生
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
及
び
今
後
の
見

込
み
は
。

答
　
現
在
92
％
の
同
意
が
取
れ
て
い

る
が
、
95
％
以
上
の
同
意
が
無
い
と
、

県
へ
の
事
業
申
請
が
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
関
係
者
へ
の
協
力
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

（
建
設
課
）

問
　
福
原
原
水
線
の
完
成
の
見
通
し

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
　
福
原
原
水
線
は
今
年
度
、
来
年

度
で
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
４
工

区
に
分
け
た
土
木
工
事
と
そ
の
後
の

舗
装
工
事
の
発
注
を
予
定
し
て
お
り
、

現
在
は
３
工
区
ま
で
の
土
木
工
事
の

発
注
を
終
え
て
い
る
。
４
工
区
と
舗

装
工
事
に

つ
い
て
は

今
後
発
注

し
、
平
成

33
年
度
中

で
の
全
線

開
通
を
目

指
し
て
い

る
。

健 康 福 祉 常 任 委 員 会
予算決算常任委員会健康福祉分科会

【
常
任
委
員
会
】

問
　
訪
問
看
護
師
の
応
募
が
な
い
原

因
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
応
募
の
周
知
方
法
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
　
県
内
で
多
く
の
医
療
機
関
が
看

護
師
の
募
集
を
行
う
な
ど
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
市
が
提
示
し
て
い
る
時
給
な

ど
が
、
本
人
が
希
望
す
る
条
件
に
合

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
こ
う

し
へ
の
掲
載
や
看
護
師
バ
ン
ク
に
登

録
し
募
集
し
て
い
る
。

【
分
科
会
】

（
福
祉
課
）

問

　障
が
い
児
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
数
や
事
業
所
数
は
ど
の
く
ら

い
増
え
て
い
る
の
か
。

答
　
事
業
所
数
は
、
平
成
30
年
に
３

カ
所
増
え
、
現
在
23
事
業
所
と
な
っ

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
可
能
な
決

定
者
数
は
、現
在
５
０
０
人
程
で
あ
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
ニ
ー
ズ
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
２
回
の
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
を
開
催
し
、
ニ
ー
ズ
調
査

の
内
容
や
項
目
を
精
査
し
、
調
査
対

象
者
を
前
回
よ
り
も
１,
５
０
０
人

増
や
す
こ
と
や
、
第
１
期
計
画
の
満

足
度
な
ど
の
項
目
を
新
た
に
加
え
る

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
女
性
・
子
ど
も
支
援
課
）

問
　
向
陽
台
病
院
と
協
定
を
結
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
る
の
か
。

答
　
向
陽
台
病
院
に
は
思
春
期
病
棟

が
あ
り
、
日
頃
か
ら
児
童
生
徒
へ
の

支
援
に
関
し
て
連
携
を
取
っ
て
い
る
。

協
定
後
初
め
て
取
り
組
む
事
業
と
し

て
、
向
陽
台
病
院
か
ら
学
校
へ
出
向

き
講
座
を
開
く
な
ど
、
思
春
期
精
神

保
健
予
防
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て

い
た
だ
く
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問
　
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の

歳
入
の
減
額
理
由
が
人
員
配
置
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
専
任
で
は
な
く

兼
務
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
事
上
の
理

由
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
人
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
当
初

予
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
県

補
助
の
対
象
基
準
が
、
兼
務
に
つ
い

て
は
対
象
と
な
ら
な
い
と
変
更
に

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

委員長 西嶌　隆博
委　員 濱口　正曉
委　員 大住　清昭

副委員長 来海　恵子
委　員 濱元幸一郎
委　員 青山　隆幸

平
成
30
年
度
合
志
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

　今
回
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
主
体

で
あ
り
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
第
48
条
に
基
づ
き
、
主
に
75
歳

以
上
の
高
齢
者
に
係
る
、
医
療
の
給
付
等
の
実
施
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特

別
地
方
公
共
団
体
で
す
。
同
広
域
連
合
に
つ
き
ま
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「熊本県後期高齢者医療広域連合の役割と概要」
熊本県下　45市町村

一般会計：        2億7,561万6千円(合志市負担：     739万9千円)
特別会計：2,849億8,414万7千円(合志市負担：2億550万8千円)

構成自治体

平成30年度
当初予算

市町村と広域連合の役割

議会構成

広域連合
被保険者の加入・脱退の届出や保険証の発行
　・被保険者の認定、資格管理
　・保険証、資格証明書の交付
　・一部負担割合の判定　など
保険料の決定
　・保険料率の決定、保険料の賦課
　・保険料の減免等の決定
　・保険料収納対策実施計画の策定　など
給付に関する決定
　・減免や減額の決定
　・給付の支給、不支給の決定　など
保健事業の実施
　・健康診査の実施
　・健康増進に関する啓発　など

市 町 村
被保険者の加入・脱退の届出や保険証の発行
　・被保険者の加入、脱退の届出の受付
　・保険証の引渡し
　・保険料滞納時に交付される資格証明書の
　　発行　など
保険料の徴収
　・保険料の納付書の発行（普通徴収）
　・保険料の年金からの特別徴収
　・保険料の減免申請の受付　
　・督促状の発行、滞納処分　など
給付に関する申請受付
　・療養費支給申請の受付
　・高額療養費支給申請の受付
　・葬祭費支給申請の受付　など

平成31年第１回定例会から構成市町村から１名（首長または議員から）の選出により計45名での構
成となる。改正前は「市長区分・町村長区分・市議会議員区分・町村議会議員区分」から各８名の計
32名だった。選出方法の改正によりすべての構成自治体の住民の意見が制度に反映できるようにな
った。本市からは１２月議会において選挙を実施し、吉永健司議長を選出した。

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
紹
介
し
ま
す
！

合志市議会だより
7 52

合志市議会だより
652


